
長岡工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 応用プログラミング
科目基礎情報
科目番号 0079 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント、オリジナルテキスト
担当教員 矢野 昌平
到達目標
（科目コード：21491、英語名：Applied Computer Programming)（授業計画の週は回と読替えること）
この科目は長岡高専の教育目標の(C)と主体的に関わる。この科目の到達目標と、各到達目標と長岡高専の学習・教育到達目標との関連を、到達
目標、評価の重み、学習・教育目標との関連の順で次に示す。
①組込みプログラミングに必要な知識である、型・制御構文・演算・ポインタ・構造体・ビット操作を理解する35%(C1)
②組込みソフトウェアの開発ツールの使い方を身に付ける35%(C2)
③ハードウェアとソフトウェアの関連を理解する30%(C1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

プログラミングに必要な知
識である、型・制御構文・
操作を理解し、与えられた
課題に対してそれらを適応
しプログラミングを行うこ
とができる。

プログラミングに必要な知
識である、型・制御構文・
操作を理解し、与えられた
課題に対してそれらを適応
しプログラミング与えられ
たプログラムコードから動
作を理解し、また穴埋めに
なっている部分に適切に補
完することができる。

プログラミングに必要な知
識である、型・制御構文・
操作を理解し、与えられた
課題に対してそれらを適応
しプログラミングプログラ
ムコードを読みその動作を
説明することがおおむねで
きる。

左記に達していない

評価項目2

開発ツールの使い方を身に
付けており、統合開発環境
の機能であるデバッグやモ
ニター機能等を適切に用い
ることができ、効率的なプ
ログラミング開発を行うこ
とができる。

開発ツールの使い方を身に
付けており、統合開発環境
をもちいてプログラミング
開発を行うことができる。

開発ツールの使い方を身に
付けておらず、独自でプロ
グラミング開発を行うこと
おおむねできる。

左記に達していない

評価項目3

ソフトウェアの関連を理解
しており、リソースの中で
これらを適切に割り振りこ
とができ、物理現象との関
係を考慮しつたアウトプッ
トを導き出すことができる
。

ソフトウェアの関連を理解
しており、与えられたリソ
ースの中で課題を解決する
ためのアウトプットを導き
出すことができる。

ソフトウェアの関連を理解
することができていないが
、どちらかは理解がおおむ
ねできる。

左記に達していない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

身の回りにある様々な機器（家電製品、携帯電話、自動車や工場で使う産業機器など）の内部に
格納されているソフトウェアを総称して「組込みソフトウェア」と呼ぶ。組込みソフトウェア
は産業を支える縁の下の力持ちである。本科目では、ソフトウェアを作成するための基礎
知識と技能を、実際に開発環境を用いながら学習していく。
○関連する科目： 基礎情報処理（1年次履修）、プログラミング（2年次履修）、プログラミング演習（前年度履修）、
計算機システム（次年度履修）、デジタル信号処理（次年度履修）

授業の進め方・方法

1～3 学年における、関連科目の履修によりコンピュータの操作方法およびC言語の基本的文法を
理解しているものとした講義内容となっている。
この授業は学修単位科目のため、事前・事後学
習として「週ごとの到達目標」欄に示す課題などを実施
する。

注意点

また、課題は、その時間に学ぶ内容だけでなく、
それまでに学習した内容を理解していないと解くことが難しい。十分な予習・復習をして授業に臨
でほしい。本科目は本来面接授業として実施を予定していたものであるが、新型コロナウイルス感染症の拡大による緊
急事態において、必要に応じ遠隔授業として実施するものである。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 開発環境整備、ウィジットの概要、ポップアップ

近年注目されているプログラミング言語である
pythonについて紹介しその開発環境と使い方を理解す
る。[将来就きたいと思っている職業で、プログラミン
グ開発能力はどのように活用できるだろうかを述べよ
。]

2週 pythonの復習 pythonの基本的使い方について理解する。
レポート　pythonプログラム作成の練習問題

3週 テキスト、画像の配置

スイッチが押されている、ＬＥＤを点灯する等は、
１ビット情報を制御する方法を学ぶ。そのためテキス
トおよび画像の配置方法について習得する。
レポート：テキスト画像配置を実現するpythonプログ
ラムコードを作成する。



4週 文字入力、イベントハンドラ

演算子の優先順序、メモリ内に配置される変数の構造
を理解する。１ビット情報を制御する方法を学ぶ。そ
のための共用体、構造体、ビットフィールドを習得す
る。
レポート：文字入力、イベントハンドラを用いたにつ
いて調査する

5週 ボタン操作、チェックボックス、ラジオボタン レポート：ボタン操作、チェックボックス、ラジオボ
タンについて調査する。

6週 選択入力、スピンボタン、スライダー レポート：選択入力、スピンボタン、スライダーにつ
いて調査する。

7週 枠、区切り線、進捗バー レポート：枠、区切り線、進捗バーについて調査する
8週 表、ツリー レポート：表、ツリーについて調査する

4thQ

9週 様々な表示構造 レポート：様々な表示構造について調査する。
10週 メニュー、キャンバス レポート：時間の取り扱い方を理解する。

11週 グラフィック、ポップアップウィンドウ、テーマ レポート：グラフィック、ポップアップウィンドウ、
テーマの扱い方を調査する

12週 発展課題 レポート：ＧＵＩを持ちいてアプリプログラミング開
発を行う

13週 発展課題 レポート：ＧＵＩを持ちいてアプリプログラミング開
発を行う

14週 コーディングと品質 ソフトウェアの開発手順と設計について調査する。
15週 発展授業 発展授業
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

課題 レポート 合計
総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 30 10 40
専門的能力 20 20 40
分野横断的能力 10 10 20


